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【��特　集��】

つかみはOK！　チャック・クランプ
高精度な加工を実現するためには，高剛性な工作機械，最適な工具，適切な加工条件が必要であるが， 

工具や加工物の把持が不十分であると加工精度の低下や振動の発生など，加工状態や仕上がりに及ぼす影響
は非常に大きい．本特集では，工具と加工物の両面からチャックとクランプの基礎・応用技術，最新技術に
ついて特集する．
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